































































































































































































小角 X 線散乱である。小角 X 線散乱では直接的な構造





























図 2. 流動小角 X 線散乱(Rheo-SAXS)装置の概略図と、二次元 SAXS パターンの一例 (a)。さまざまな温度におい
てリン脂質ベシクル分散液に剪断流動を与えながら測定した SAXS プロファイルの円環平均と、モデルへのフィ
ッティング結果 (b)。散乱強度 Iの円環平均は、(a)の矢印方向における散乱強度の平均により求める。円環平均デ






測定例を図 2 に示した 6)。流動方向に試料内部の構造
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刻 𝛥𝛥 � 𝛥𝛥𝛥𝛥と 𝛥𝛥におけるイメージの差分をとった一例を
図 3(a)と(b)に示した。次に、この差分画像𝛥𝛥𝛥𝛥を時間 tに
わたり平均した後、フーリエ変換することにより、ゆら
ぎの構造因子 D(q, 𝛥𝛥𝛥𝛥)が抽出される(図 3(c))。この操作
を、𝛥𝛥𝛥𝛥を系統的に変えつつ行うことにより、ゆらぎの時
間発展が得られる。図 4 に、本解析により得られる蛍光






















1) S. Fujii, S. Komura, Y. Ishii, C.-Y. D. Lu, J. Phys., Cond. Matt., 
23, 235105, (2011) 
2) S. Fujii, D. Mitsumasu, Y. Isono, W. Richtering, Soft Matter, 8 
5381, (2012) 
3) S. Fujii, S. Komura, C.-Y. D. Lu, Soft Matter, 10, 8289, (2014) 
4) S. Fujii, S. Komura, C.-Y. D. Lu, Materials, 7, 5146, (2014) 
5) S. Fujii, Y. Yamamoto, Soft Matter, 11, 9330, (2015) 
6) S. Fujii, J. Biorheol., 31, 6, (2017) 
7) 高エネルギー加速器研究機構の課題公募は下記サイトを参
照のこと。https://www2.kek.jp/imss/pf/use/proposal/ 
8) Spring8 の課題公募は下記サイトを参照のこと。 
https://user.spring8.or.jp/?p=34896 
 ＝
𝛥𝛥 � 𝛥𝛥𝛥𝛥 𝛥𝛥
(a) (b) (c) 
フーリエ変換像 差分画像𝛥𝛥𝛥𝛥(𝛥𝛥𝛥𝛥) 







An Introduction of Rheo-Image Analysis Methods
藤井　修治
－58－
